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相原）第 3部では認知症を早めに診断してもらうために、というタイトルで 

実際に診断された場合、どのような過程を経ていくのかというのと合わせて、

初期の認知機能障害について説明をしていきます。 

 

 

認知症診断とケアを良くするためのリテラシー教育講座 

第３回 「もし認知症と診断されたら」 

2021 年３月５・６日 資料 
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前田）FAST というアルツハイマー型認知症の重症度を評価する評価法です。 

正常から高度まで 7 段階に分けられています。 

認知症は軽度から高度まで 4 段階に分かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相原）アルツハイマー病を例にとって、軽度から重度という過程を示したも

のですが、このように進行していくのに時間はどの位かかるのでしょうか。 

前田）アルツハイマー型認知症は一般的には全経過が 10～15 年と言われてい

ますが、個人差が大きいです。若年発症（65 歳未満で発症）は経過が速い傾

向があります。 

第 1 章 認知症の進行の過程 
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相原）根治する治療法がないため、認知症の進行をゆるやかにする、あるいは

認知症そのものにならないようにすることが大切になってくると思うのです

が、認知症は予防できるのでしょうか 

前田）認知症の経過の中で軽度認知障害（MCI）という時期があります。 

この時期は認知症ではないが、認知機能は低下している状態です。 

ほかのひとの支援がなくとも生活ができている時期です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前田）認知症の有病率は高齢者の 10～18％くらいとされています。また MCI の

有病率も 10～15％くらいです。合わせると高齢者の 1/4 くらいが含まれます。 

 

第２章 軽度認知障害について 
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相原）軽度認知障害であっても生活習慣を改善することで進行を予防するとい

うことにつながるのが期待できるといえますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相原）認知症と診断された場合は、どのような治療法があるのでしょうか。 

前田）ドネペジルというアルツハイマー型認知症治療薬を 2 年間服用した時の

経過を示したものです。軽度認知症を維持するものが増えて、中等度、重度に

進行するものが減少します。 

第３章 第４章 認知症の予防と治療方法について 
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前田）社会とのつながりを維持することは認知症になるリスクを減少させます。

地域での友人との交流や地域活動は重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前田）地域活動に参加することは認知症リスクを減少させます。さらにこの調

査では地域活動に役割を持って参加することは、そうでない場合に比べ、認知

症リスクをさらに下げるという結果になっています。 
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前田）この調査では地域のサロンに参加している人は、他の地域活動にも参加

していることが明らかになりました。地域のサロンに参加することで他の地域

活動にも参加しやすくなることを示しているものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前田）認知症では進行を止めるような治療薬が存在しません。多くの認知症は

進行します。認知症を進行、重度化させないことが重要と考えられます。その

ために有効と考えられるようなことを実施し、重度化することを先送りするこ

とが必要と考えられます。 



認知症リテラシー教育＿第 3 回  7 

 

神戸学院大学認知症のひとにやさしいまちづくり研究プロジェクト 

 
 

相原）薬物により進行を緩やかにできても、完治するわけではないので、家

族介護の負担が大きくなるのが現実にあります。介護者の負担を軽減するた

めの取組も必要ですね。 

前田）認知症の経過の中で医療サービス、介護サービスをはめ込んだものです。

「認知症かも」と思ったら、このような様々なサービスを利用して認知症の本

人の尊厳が守られるような生活を維持することが重要です。 

 

 

前田）一人で抱えこまずに、認知症カフェや認知症サロンに行ってみましょう。

友人が見つかるかもしれません。 

役に立つ情報が入手できるかも 

しれません。 
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前田）第 2 部の最後にも説明した

認知症診断助成制度などの神戸市、

明石市の取組では認知症の診断を

無料で受けることができ、 

また、認知症と診断された後も支

援を受けられる仕組みができてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸市に 

お住まいの方 

明石市に 

お住まいの方 


